
10 月６日（土曜）
開場：12 時 30 分／開演：13 時
終了予定：午後５時／終了後デモを予定

新宿・四谷区民ホール
当日券：1300 円／前売･賛同協力券：1000 円

■報告：世界の中の日本の死刑

■大道寺幸子基金：死刑囚の作品展と講評

 選考委員 池田浩士／加賀乙彦
   香山リカ／川村湊
   北川フラム／坂上香
   太田昌国

パネルディスカッション 原 発 を 考 え、 死 刑 を 考 え る

死刑廃止国際条約の批准を求めるFORUM90
〒 107-0052 東京都港区赤坂 2-14-13 港合同法律事務所気付

TEL.03-3585-2331 FAX.03-3585-2330 郵便振替口座：00180-1-80456 フォーラム 90

響かせあおう 死刑廃止の声 2012
世界死刑廃止デー企画

安田好弘（やすだ よしひろ）

弁護士。死刑廃止国際条約の批准を

求めるフォーラム90メンバー。著書

に『死刑弁護人―「生きる」という

権利」（講談社文庫）がある。東海テ

レビ制作の映画『死刑弁護人』が全

国上映中。

白石草（しらいし はじめ）

放送局勤務などを経て、2001 年に

非営利の独立メディア OurPlanetTV 

を設立。既存メディアには扱われ

ないテーマを中心に番組を制作配

信する一方、市民向けの映像ワーク

ショップを展開している。「私たち

の未来は大丈夫？子どもが考える原

発と被曝」で放送ウーマン賞、「徹

底検証！テレビは原発事故をどう伝

えたか」で JCJ賞を受賞。一橋大学

大学院客員准教授、早稲田大学大学

院ジャーナリズムコース講師。著書

に「メディアをつくる～小さな声を

伝えるために」（岩波ブックレット）

ほか。

山本太郎（やまもと たろう）

俳優。90 年『天才・たけしの元気
が出るテレビ !!』の「ダンス甲子
園」で芸能界入り。91年、映画『代
打教師 秋葉、真剣です！』で俳優
デビュー。『光の雨』『GO』で、2001
年度日本映画批評家大賞助演男優賞
受賞。『MOONCHILD』『ゲロッパ』『精
霊流し』で 03年度ブルーリボン賞
助演男優賞受賞。11年 4月、脱原発
活動を宣言し、活動家へ。12年、舞
台『椿姫』出演。主演映画『EDEN』
は、今秋公開予定。

神田香織（かんだ かおり）

講談師。福島県いわき市出身。講談

サロン香織倶楽部主催。社会派講談

師として「はだしのゲン」「チェルノ

ブイリの祈り」「フラガール物語」等

を発表。2010年やよりジャーナリス

ト特別賞受賞。ふくしま支援・人と

文化ネットワーク理事長。著書に『花

も嵐も、講釈師が語ります。』（七つ

森書館）、『乱世を生き抜く語り口を

持て』（インパクト出版会）がある。
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世界死刑廃止デー

響かせあおう 死刑廃止の声 2012

 10月 10日は世界死刑廃止連盟（WCADP：本部パリ）で決めた世界死刑廃止デーです。

  「死刑廃止国際条約の批准を求めるフォーラム 90」では、記念の集会を 10 月６日（土曜日）に新宿区

立四谷区民ホール（新宿区、定員約450名）で開催します。

 2011年は、日本では久しぶりの（1992年以来初めて）死刑執行のない１年になりました。しかし、今年、

2012年になって、３月 29日という年度末に小川敏夫前法務大臣により３名の執行がなされ、さらに後任

の滝実法務大臣は就任２ヵ月を待たず、８月３日に２名を執行しました。「政権交代」で期待された執行

停止はかなわず、死刑に関する情報公開も進まない上、死刑囚と友人・支援者との交流が困難な状況はむ

しろ強化されています。

 民主党政権下で初めて死刑執行を強行した千葉景子元法相は、もともとは死刑廃止運動に熱心に取り組

んでいた方でした。８月に執行した滝実法相は「私も学生時代は死刑廃止論者だった」と執行後に述べて

います。この国の政治権力は、政治家の理想を実現するためにでなく、その理想を押しつぶすために行使

されているかのようではありませんか。

 世論調査をすれば、死刑廃止の意見は少数であり、死刑を求める多数の声を無視できない、という政治

家は少なくありません。しかし、世界中の多くの国で、世論調査の結果に追従することなく、死刑は廃止

されてきました。「命」は多数決によって奪われてはならない「人権」の核心であるからです。

 一方で、東日本大震災以降、原子力発電の危険性が明らかになり、その即時停止、廃絶を求める民衆の

声がかつてなく高まりながら、政府・業界は再稼働や原発輸出の動きに見られるように、原発に寄生・依

存する社会を守ろうとしています。その姿は、私たちには死刑に寄生・依存する社会を守ろうとしている

政府・法務省の姿に重なって見えます。

 こうした問題意識をもって、私たちは今年の「響かせあおう死刑廃止の声2012」を企画しました。

 恒例の大道寺幸子基金による死刑囚の作品展とその講評も行います。毎年、評価の高い絵画作品を寄せ

てくれた松田康敏さんが３月に執行されてしまったことは残念でなりませんが、執行の直前に届いた今年

の応募作品をぜひご覧いただきたいと思います。

 参加されたみなさんが、あらためて死刑廃止の思いを深くする集会になるよう全力で準備しています。

どうぞお集まりください。

※趣旨に賛同・協力いただける方（団体）は、賛同団体・個人として一口 2000 円を下記口座に、集会賛同金と

明記して（ご記入がないと通常のカンパの扱いになります）お振り込みください。口数（一口２枚）の入場券をお送りし、

お名前（団体名）を当日プログラムでご紹介します。（９月末日必着。匿名を希望される方はその旨ご記入ください。）

※前売券のお求めは、ご希望枚数・氏名・住所・電話番号を明記して、ＦＡＸ（03-3585-2330）かメール（stop-

shikei@jca.apc.org）で「フォーラム 90」宛にご連絡ください。


